


奈良先端大
他大学
専門学校等
海外留学生

ビッグデータ
　クラウドサービス

市民
サイバー市民

生駒市
他官公庁
商工会議所
農業委員会
青年会議所

企業
他関連協会・団体

・相談窓口設置
・人材交流
・研究情報提供
・ネット講義
・研究、分析依頼
・アプリ開発
・商品開発

・実証実験に参加
・新商品のモニター
・アウトソーシング

・市民との窓口
・他大学など施設誘致
・企業、研究機関の立地誘導
・施設用地の提供
・実証フィールドの提供
・企業とのマッチング

・新製品へのアイデア
・生産
・販売
・インターンシップの受付

寄付研究費・開発費助成

ふるさと納税
クラウドファウンディング

AI 解析・分析

ラウクラウ
研究×開発

実証実験

※サイバー市民とは
他府県、また海外に住む人々を生駒市
関係市民として登録いただき、遠隔地
から参画いただく取り組みを想定

全体地権者の会

新たなまちづくり支援組織

まちづくり協議会 土地区画整理準備組合 土地区画整理組合

事業協力者 業務代行者事業アドバイザー

個別地区
事業アドバイザー

地区全体 ・事業推進に向けたアドバイス

個別地区 都市計画変更等全体 都市計画変更等

・地区全体のま
ちづくりに向
けた提案

・個別地区まちづくり
協議会の設立や地権
者の合意形成に向け
た提案やアドバイス

・土地区画整理組合
設立・認可への業
務支援など

・土地区画整理組合の
業務の一部又は全部
を代行
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市街化を促進する範囲

広域連携ネットワーク（道路）
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凡 例
自動車専用道路 国道・県道 鉄道 高山地区第２工区

整備済 整備済 JR 精華・西木津地区
未開通 4車線化事業中 私鉄

ARTシステムのイメージ　出典：内閣府

IC・JCT

CyberAgent

新幹線レベルのスムーズな加減速、乗客転倒防止
・自動走行制御

乗降時間短縮、乗客の転倒事故防止
・車椅子固縛装置
・非接触自動課金

交通流整流、渋滞・CO2低減
・C-ACC

事故低減、運転負荷軽減
・自動走行技術
・高度運転支援

乗降時間短縮、乗降安全性向上
・自動走行（正着）制御

待ち時間最小でシームレスな乗継ぎ
・統合的、有機的な運行システム

速達性、定時運行性の向上
・PTPS（公共車両優先システム）の高度化
・自動走行制御



高山北廻り線
（自然文化連携軸）

高
山
南
北
線

（
都
市
と
自
然
の
共
生
軸
）

高山東西線
（産業連携軸）

精華・西木津地区

名 称 位置づけ 区 間 性 格・機 能 道路イメージ

高山
東西線
(産業連携軸)

学研都市の中央部を東
西に連絡し、主要クラ
スターである精華・西
木津地区と学研高山地
区を結ぶ最重要路線

Ｃ～Ｄ ＜地区外と連携する主要区間＞
・地区内の交通混雑を緩和

Ｂ～Ｃ～Ａ

＜地区内の最重要区間＞
・精華・西木津地区からのつながりとして、
ICTや自動運転技術等を活用し、快適で安
心・安全な次世代都市交通システムを想定

・緊急災害用道路としての位置づけや無電柱
化等を想定高山

南北線
(都市と自然の
共生軸)

北側に隣接する重要里
地里山の選定地を始め
地区北側の豊かな自然
と、奈良先端大学を始
めとする研究産業とを
結ぶ重要路線

Ｃ～Ｅ
＜地区内の重要区間＞
・国道163号、高山東西線、高山北廻り線を
つなぐ地区の重要区間

高山
北廻り線
(自然文化
連携軸)

高山竹林園や茶筌の里
である高山と、京都府
の茶園等、豊かな産業
資産と文化をつなぐ主
要路線

Ｇ～Ｅ～Ｈ

＜地区内の主要区間＞
・既存道路を活用しつつ地元住民や来街者な
どが利用できる自転車・歩行者道路を想定

・豊かな自然環境を活用し、里地や林間の景
色を眺めつつ、四季を感じることができる
道路空間を創出

高山南北
線支線 地区内道路 Ｅ～Ｆ

今後、地権者の意向や民間事業者のニーズ等
による具体的な土地利用に合わせ検討

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 まちづくりの方針 
 まちづくり編 

■まちづくりに向けた基本的な考え方 

■学研高山地区第２工区の機能別土地利用面積と土地利用方針図 

本マスタープランにおいては、人口減少や社会的ニーズを踏まえ、働き盛り世代が市内で働くことのできる

場の創出を図るため、これまでの住宅を中心とした土地利用から産業施設等を中心とした土地利用計画に転

換する考えです。 
このことから、本マスタープランで提示した計画人口や自然型産業機能、都市型産業機能、住機能、都市機

能の４つの機能に都市基盤を加えた機能別土地利用面積の目安をもとに、産業施設等を中心とする土地利用

を図るものとします。 

自然型産業機能 約85ha

都市型産業機能 約173ha

住機能 約30ha

都市機能
（商業・業務等）

自然型産業機能及び
都市型産業機能の用地内に含む。

都市基盤
（道路・公園・緑地等）

道路や緑地・公園についてはそれぞ
れの機能別土地利用用地内に含み、
関係法令等に基づき整備するものと
します。

合計 約288ha

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「時代とともに成長進化する「新しい計画論」」 

 当地区の事業を実現していくためには、従来型のマスタープランのような地区全体を一つの地区として捉え

た詳細な土地利用計画を作成するのではなく、地権者の意向や民間事業者のニーズ等に柔軟に対応できる、

時代のニーズにあわせた順応・段階的に整備する新しい考え方で事業を実施していくことが必要です。 

 

 「多機能複合市街地の形成」 

かつての郊外で住み都心で働くというスタイルから近年ではワークスタイルやライフスタイルが変化し、自宅

と働く場所が近い職住近接や、テレワークなど在宅で働く職住合一のような考え方に変化してきています。 

これからのまちづくりにおいては、多様なニーズへの柔軟な対応や地域課題の解決につながるよう、様々な

機能が集積し、多様なニーズに応えられる多機能複合市街地の整備を図る方針としています。 

 

学研高山地区第２工区のまちづくりに向けた基本的な考え方 

時代のニーズに柔軟に対応しつつ、地権者や民間事業者の多様なニーズに合わせた、
様々な機能が集積する複合市街地を順応・段階的に形成していくまちづくりを基本的
な考え方とします。 

表 機能別土地利用面積の目安 

 

図 土地利用方針図 

※各機能の位置は事業進捗に合わせ柔軟に対応する。 

視点 2 

視点１ 



まちづくり編

創出イノベーションの例

<情報通信×都市型産業>



まちづくり編

創出イノベーションの例

<情報通信×都市型産業>
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